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【基本方針】

　地域の実情に応じた地域住民主体の福祉サービスの充実・向上及び地域福祉推進ネットワークの積極

的な構築を基本として、本来行うべき事業の公共性と社会的使命から、行政等との役割分担のもと関係

機関・団体との連携・協働を図りながら、地域福祉推進組織としての責務を果たすべく各種の事業活動

を実施している。

　福祉問題が多様化する中で、子どもから高齢者まで、障がいのある人もない人も、誰もが地域におい

ていきいきと自立した生活が送れることを目指し、地域におけるさまざまなサービスや活動を組み合わ

せ、「共に生き、支えあう、更なる社会づくりを具体化」することとして地域福祉活動計画《第 2 次 と

もに輝く元気プラン》を構築し、今後 5 年間の初年度にふさわしい事業を実施し、「温もりと安らぎのあ

る住みやすい福祉のまち久万高原」を目指すこととする。さらに、本会の組織再編及び自主財源の確保、

経営の合理化を実施し、社会福祉法人の根幹となる法人運営及び組織の基盤強化について、積極的に取

り組むことを平成 23 年度事業計画の基本方針とする。

【努力目標】

【法人の運営体制整備及び基盤強化】

①法人運営の根管となる組織体制・職員適正人員の配置  
②役職員の研修への積極的参加による組織強化	
③運営基盤となる全戸会員制度の促進	            
④地域福祉活動計画《ともに輝く元気プラン》の実施
⑤ホームページ・機関紙等の発行による広報活動
⑥各種関係機関・団体及び本・支所間、支所間との連携
　及び均衡化
⑦会計処理の適正化、自主財源の確保、経営の合理化に
　よる安定した経営

【地域福祉事業の推進】

① 《第 2 次ともに輝く元気プラン》の事業遂行によ
　る住みよいまちづくり
②高齢者・障がい者の積極的社会参加を目指した福
　祉事業の推進・強化
③地域住民の権利擁護及び成年後見制度の推進
④児童・青少年の健全育成支援
⑤悪徳商法等被害防止活動の推進

【総合福祉相談・援助育成事業推進】

①福祉等に関する心配ごと相談、法律相談の充実
②各種相談員等の研修への積極的参加と資質向上
③生活福祉資金の貸付の推進と貸付金償還等の保全
④法人成年後見人事業、福祉サービス援助事業の体
　制を整備し、利用者の自立支援と利用者本位のサ
　ービス提供及び福祉サービス利用援助事業の安定
　実施

【在宅福祉サービスの推進】

①介護保険制度・障害者自立支援法での事業所及び、久
　万高原町からの受託事業者・指定管理者として、適切
　な事業運営の実施及び介護計画作成や在宅福祉サービ
　スを積極的に取り組み事業の拡大と充実

【ボランティア活動の推進】

①ボランティの育成及び活動支援
②ボランティアコーディネイトの充実
③ボランティア保険の加入推進
④ボランティア連絡協議会の充実、ボランティア団
　体間の連携強化

【各種募金運動等の推進】

①共同募金運動の積極的推進
②まごころ銀行設置・運営に関する広報活動の実施

【第1回久万高原町福祉フェアの開催】

①児童・高齢者・障がい者福祉の推進、福祉ボランティ
　ア活動の啓蒙及び地域福祉力の向上を目的として実施
　する

平成 23 年度
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　被災された方々を支援・援助することを目的に、久万高原町社会福祉協議会が平成 23
年 3 月各自治会宛を通じ、皆様にご協力をお願いしました義援金は、下記のとおりとな
りました。
　また、社協各支所に義援金募集箱を設置し皆様にご協力いただいております。引き続き
ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

（円）
《収　　    　　入》 《支　　    　　出》

科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額
会 費 収 入 2,216,000 人 件 費 支 出 153,473,000

寄 付 金 収 入 3,132,000 事 務 費 支 出 14,359,000

経 常 経 費 補 助 金 収 入 65,219,000 事 業 費 支 出 28,712,000

助 成 金 収 入 	 2,802,000 共同募金配分金事業費 1,260,000

受 託 金 収 入 29,313,000 助 成 金 支 出 886,000

事 業 収 入 2,694,000 負 担 金 支 出 3,692,000

共 同 募 金 配 分 金 収 入 1,260,000 経理区分間繰入金支出 10,537,000

負 担 金 収 入 401,000 財 務 支 出 7,683,000

介 護 保 険 収 入 95,272,000

自 立 支 援 費 等 収 入 7,680,000 

雑 収 入 1,000 

受 取 利 息 配 当 金 収 入 75,000

経理区分間繰入金収入 	 10,537,000

収 入 合 計 220,602,000 支 出 合 計 220,602,000

平 成 2 3 年 度  一 般 会 計 収 支 予 算
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（平成 23 年 5 月現在）

義援金集計額

4,042,695円
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美川支所
福祉活動専門員

隅野 翔一
　毎日が勉強のように多くのこ
とを現場で学ばせてもらってい
ます。まだまだ未熟で失敗も多
いとは思いますが、元気に明る
く一生懸命仕事をしていきま
す。

本所 訪問介護職員

山之元 初枝
　人と人とのふれあいを大切に
思いやりのある介護を心がけて
います。地域の皆さんといつも
笑顔でお話できる介護職員とし
て頑張ります。
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会
　
長
　
森
永　

進

本所 事務職員

小倉 仁美
　地域の皆様が安心してサービ
スを受けられ、住み慣れた場所
で笑顔で毎日を過ごしていただ
けるように、よりよいサービス
提供を目指して精一杯努めたい
と思います。

美川支所 介護職員

河口 祐亮
　地域の方々の温かい言葉や思
いやりに触れ、地域の方々との
関わりを大切にしながら業務に
あたりたいと思っているので、
これからよろしくお願いしま
す。

美川支所 事務職員

釣井 ひとみ
　福祉の分野でお仕事をさせて
いただくのは初めてで未熟者で
すが、少しでも地域の方のお役
にたてるよう努力してまいりま
すので、よろしくお願いします。

本所 事務職員

相原 美奈
　久万高原町・福祉に関して、
日々勉強しながら、今後も成長
していきたいと思っておりま
す。一日も早く地域福祉に貢献
できるように、一生懸命頑張り
ます。

美川支所 看護師

石丸 千惠美
　看護のあり方を再認識しなが
ら、デイサービス利用者一人ひ
とりの相手の立場にたって介護
に勤め、皆さんに喜んでいただ
けるよう頑張りますので、よろ
しくお願い致します。

面河支所 事務職員

大栩 真弓
 福祉の分野に関しては全くの
素人で、ゼロからのスタートで
す。これから色々な経験をたく
さん積んで、少しでも皆さんの
お役に立てるように頑張りたい
と思います。

本所 事務職員

正岡 俊彦
　ひとつひとつの職務を丁寧に
していきたいと思います。慣れ
るまでは、ご迷惑をかけると思
いますが、よろしくお願いいた
します。

はじめまして
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の
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を
受
け
ら
れ
て
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皆

様
か
ら
の
要
望
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し
、
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原
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万
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よ

り
委
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を
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け
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宅
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1
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ま
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た
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・
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内
職
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・
井
上
職
員
・
中
山
職
員
・
高
橋
職
員
・

秋
本
職
員)
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久万高原町介護支援ボランティア評価ポイント転換交付金申請　　　
～ 7月より受付開始～

　平成 22 年度中に「介護支援ボランティア手帳」に押してもらったスタンプは、社会
福祉協議会で評価ポイントに換えることができます。獲得した評価ポイントは、役場保
健福祉課に手帳を添えて申し出ることによって、交付金を受領することができます。（保
健福祉課では、介護保険料の未納・滞納がないことを確認後、社会福祉協議会へ申し出
があったことを伝えます。）その後、評価ポイント数に応じて交付金が指定された金融機
関の口座に振り込まれますので、次回の介護保険料等の支払いに活用してください。
　なお、お預かりした手帳と振込日や金額のお知らせが、社会福祉協議会から届きます
のでご確認ください。
　☆手帳と振込口座がわかるものを持って、社会福祉協議会までお越しください。

平成22年度に登録をされている方も
新規登録される方と同様に23年度の登録を行ってください。

介護支援ボランティア募集
平成 23 年度 久万高原町

平成 23 年度登録受付開始しています。

※スタンプを評価ポイントに交換される方は以下の手続きを行ってください。
　残ったスタンプは来年度に持ち越すことができます。

生活・介護支援サポーター養成講座が開催されました !
 久万高原町社会福祉協議会では、平成 21 年度に引き続き、
22 年度も地域の中でお互いに支え合う活動について考え、高
齢者等を地域で支える積極的な担い手となるサポーターを養
成するために本講座を開催させていただきました。
 受講後のアンケート調査では『認知症高齢者との関わりを
もっと深く知りたい !』『今回の講座で学んだ知識を地域に活
かしたい !』などといった感想をいただきました。受講者の皆
様には、今後も地域の中で温かい目で高齢者等を見守る、心
強いサポーターとしてご活躍されることと期待しております。
 今年度も生活・介護支援サポーター養成講座の開催を予定
していますので、お気軽に参加ください。

徘徊発見模擬訓練

グループワーク
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　各地で支援の輪が広がるなか、久万高原町社会福祉協議会
でも愛媛県社会福祉協議会職員等と協力し、東日本大震災で
被害にあった宮城県女川町で現地での被災地支援を行いまし
た。現地では復旧が進む一方で、被災者の方々は多くの不安
と疲れを抱えていらっしゃるそうです。このような方に少し
でも元気になってもらおうと久万高原町社協では、久万高原
町役場、久万の里、久万保育園、町内の小・中学校、上浮穴
高校へ被災地応援メッセージを募りました。みなさま個性豊
かで工夫を凝らした様々なメッセージをいただき、素晴らし
い応援メッセージを作っていただきました。本紙には柳谷幼
稚園・小・中学校、面河小学校、仕七川小学校、父二峰小学

校、美川小学校の 5 校を掲載させていただきました。みなさまにはお忙しい中、メッセージ作成にご協力し
ていただきありがとうございました。
　撮影させていただいた写真はすべて、福祉フェアー開催時に掲示させていただく予定です。

被災地への応援メッセージ紹介
頑張ろう
　日本 !!


